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心理臨床ᐙが⾜うಖ育カン࢓ࣇレンスの特ᚩ 

㸸ᵓ成࣓ンࣂーの㐪いに╔目して 
 
ᮧ上 ⴥ月 おⲔのỈዪ子大学大学院 人㛫文໬創成⛉学研究⛉ 

㟷木 紀ஂ代 おⲔのỈዪ子大学 
 
要約 

多ᵝ໬したࢽーࢬに応えるಖ育現場において㸪ಖ育者と心理臨床ᐙの༠ാが注目されるようになってきてい

る。そのຠᯝ的な実践の 1 レンスに༠ാする࢓ࣇられる。本論ではಖ育カンࡆレンスがᣲ࢓ࣇにಖ育カンࡘ

心理臨床ᐙに࢛ࣇーカスをあて㸪ᵝ々にබ表されているಖ育カン࢓ࣇレンスのᵝ相にࡘいて㸪ᵓ成࣓ンࣂー

の㐪いによる特ᚩをẚ㍑㸪ᩚ理した。ᢳฟした 19 ௳の文献をᴫほした⤖ᯝ㸪ᵓ成࣓ンࣂーに関わらず「ಖ

育者の┬ᐹが῝まる」「ಖ育実践の෌ᵓ᝿が進ࡴ」「子ども理解が῝まる」「㐃ᦠが進ࡴ（ᅬෆ・ᐙᗞなど）」

といったಖ育者の୺య性にまࡘわるຠᯝが見られた。さらに㸪心理臨床ᐙの入るಖ育カン࢓ࣇレンスには㸪

それらと関㐃して「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃントにࡘながる」ຠᯝもຍわることがわかった。その⫼ᬒにはアセ

ス࣓ントや関係性の専門性といった専門性をᣢࡘ心理の専門ᐙの子どもどⅬと㸪ಖ育者のどⅬの✺き合わせ

などがあると⪃えられた。これらが心理の入るಖ育カン࢓ࣇレンスの中心的な特ᚩࡔといえるࡔろう。 

 

キー・ワード㸸ಖ育カン࢓ࣇレンス㸪心理臨床ᐙ㸪ᵓ成࣓ンࣂー 
 

, 問題と目的 

 子育て支援㸪⿕⹢待児・発達障害児や「気に

なる子」への実践等㸪ಖ育の現場においてồࡵ

られる支援が多ᵝ໬している。それらの≧ἣを

⫼ᬒに㸪ಖ育者の心理のどⅬへのࢽーࢬが高ま

り㸪心理の専門ᐙがಖ育現場に㉱いてಖ育者と

༠ാする᪉法が広がっている（὾㇂㸪2005・
2013）。例えࡤ㸪心理⫋がಖ育者にᕠᅇ相談を

実᪋し㸪その࢕ࣇーࣂࢻックを⾜うコンサࣝテ

ーシࣙンがᣲࡆられる（Ᏺ㸪2013㸹㭯㸪2012）。
中でも㸪心理臨床ᐙとಖ育者の 1 ᑐ 1 のコンサ

ࣝテーシࣙンよりも㸪心理臨床ᐙもຍわった多

ᩘのᵓ成員で事例᳨ウを実᪋するಖ育カンࣇ

レンスが開ദできると㸪1࢓ ᅇのᕠᅇ相談のຠ

ᯝが高ࡵられるという利Ⅼがある。 
 そのຠᯝはこれまでᵝ々に᳨ウされており㸪

子ども理解の῝まりや㸪子どもへのᑐ応᪉法の

理解が進ࡴこと㸪ಖ育者の支援になることなど

が指᦬されている（┿㘠㸪2011㸹大ᮧ㸪2010）。
しかしຠᯝがあるとされる一᪉㸪ᘢ害も指᦬さ

れている。心理学の専門的な▱見やᢏ法をಖ育

実践に導入することで㸪ಖ育者の୺య性をᦆな

うというものである（὾㇂㸪2012）。それᨾ㸪

心理臨床ᐙは㸪ಖ育者がಖ育カン࢓ࣇレンスを

学びのᶵ఍と意࿡࡙ࡅ㸪୺య的に実践に生かし

ていくことを目ᶆとしながら（㟷木㸪2017）㸪
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ಖ育カン࢓ࣇレンスが᭷ຠにᶵ⬟するよう配

៖していくᚲ要がある。 
ಖ育カン࢓ࣇレンスと言えࡤ㸪ཧຍ者が事例

をᣢち寄り㸪㞟ᅋで᳨ウする᪉法として㸪ಖ育

のศ㔝で多くの実践と研究が展開されてきた。

そのຠᯝは㸪ಖ育者の┬ᐹをಁし㸪専門的成長

をಁすものとされている（ⱝᯘ・ᮡᮧ㸪2005）。
特に㸪㏆年のಖ育の質向上への関心の高まりに

よって㸪質の向上に寄与しうるಖ育カン࢓ࣇレ

ンスに注目が㞟まっており㸪ຠᯝ的なಖ育カン

いて㸪ࡘの要ᅉにࡵレンスにしていくた࢓ࣇ

ᵝ々に᳨ウされている（ộ見㸪2015）。 
ところで㸪心理臨床ᐙの入るಖ育カン࢓ࣇレ

ンスは㸪ಖ育者のみのಖ育カン࢓ࣇレンスや㸪

௚の専門ᐙと༠ാするಖ育カン࢓ࣇレンスの

ຠᯝやそのಁ進要ᅉにおいてどのような㐪い

があるのࡔろうか。本論では㸪多⫋✀の 1 とࡘ

してಖ育カン࢓ࣇレンスに༠ാする心理臨床

ᐙに࢛ࣇーカスをあて㸪実践の報告とᵝ々にබ

表されている㸪ಖ育カン࢓ࣇレンスのᵝ相にࡘ

いてᩚ理していきたい。 
 
Ⅱ 方法 

1．ᩥ⊩の調査方法 
文献データ࣋ースとして CiNii を用いた。ಖ

育カン࢓ࣇレンスは㸪᳃上（1988）によってಖ

育のศ㔝に⤂介されたという。そこで㸪1988
年௨㝆のものに㝈ᐃし㸪言ㄒは᪥本ㄒとした。 
「カン࢓ࣇレンス㸪ಖ育」㸪「ᕠᅇ相談㸪ಖ育」㸪

「コンサࣝテーシࣙン㸪ಖ育」「心理臨床ᐙ㸪

ಖ育」の࢟ー࣡ーࢻで᳨⣴した。その⤖ᯝ㸪「カ

ン࢓ࣇレンス㸪ಖ育」173 ௳㸪「ᕠᅇ相談㸪ಖ

育」は 100 ௳㸪「心理臨床ᐙ㸪ಖ育」は 5 ௳ヱ

ᙜした。そのうち㸪㆟事㘓や࣏スター㸪重」し

ている文献は㝖እした。また㸪カン࢓ࣇレンス

にヱᙜしない文献（コンサࣝタントとコンサࣝ

テ࢕が 1 ᑐ 1 で⾜う事例᳨ウなど）や㸪カンࣇ

レンスのཧຍ者が୙᫂な文献㸪ཧຍ者のㄡも࢓

発表事例に関与していない文献などを㝖እし㸪 

文献
␒号

ⴭ者 年 ཧຍ者ࢫࣥࣞ࢓ࣇࣥ࢝

1 㟷ᮌ
2004ʙ
2007

⫋ဨ㸦๪ᅬ㛗・㣴ㆤᩍㅍᢸ௵ಖ⫱者・
ーಖ⫱者㸧・ᚰ理臨床家・኱学㝔生ࣜࣇ

2 ὾㇂ 2005 ⫋ဨ㸦ᅬ㛗・ಖ⫱者数人・┳ㆤᖌ࡝࡞㸧・
Ⓨ㐩臨床のᑓ㛛家・自἞యのಖ⫱行ᨻᢸᙜ者

3 ⰱ⃝ࡽ 2008 ⫋ဨ㸦ᅬ㛗・ᢸ௵・௚ࢫࣛࢡᢸ௵࡝࡞㸧・
Ⓨ㐩臨床のᑓ㛛家

4 ⏣୰ࡽ 2010
⫋ဨ㸦๪ᅬ㛗・ᢸ௵ಖ⫱者・⿵ຓᢸ௵㸧・
・るᑓ㛛性㸦Ⓨ㐩ᚰ理学・臨床ᚰ理学࡞␗
ᗂඣᩍ⫱・特ู支援ᩍ⫱㸧をᣢࡘ▷኱ᩍဨ

5 ᳃ 2010
ᢸ௵と௚ࢫࣛࢡᩍᖌ・
特ู支援ᩍ⫱ࢥーデࢿ࢕ーࢱー・ᰯ㛗・ᩍ㢌・
臨床Ⓨ㐩ᚰ理ኈ

6 ⱂ⃝ 2010
ᅬ㛗・ྛࢫࣛࢡのᢸ௵一ྡࢢ・ࡘࡎルーࣉᅬの研
ಟを⤫ᣓし࡚いるඖᅬ㛗・࠾よࡧⓎ㐩臨床のᑓ㛛
家の9ྡ

7 ὾㇂ 2013 ・㝈りの⫋ဨのฟᖍ࡞⬟ྍ
Ⓨ㐩ᚰ理学のᑓ㛛家・自἞యのಖ⫱行ᨻᢸᙜ者

8 ྥ஭ 2018 ᢸ௵・୺௵・ᅬ㛗・┦ㄯဨ㸦ᚰ理㸧

9 ⸨ᓮ 2005 ಖ⫱者53ྡ・ಖ೺ᖌ3ྡ・┦ㄯဨ9ྡ・
行ᨻᢸᙜ者3ྡ

10 今㔝ࡽ 2014 臨床ᚰ理ኈ・ಖ⫱者

11 5XVWLQ HW
DO．

2008/
2015 ᚰ理・ಖ⫱者・その௚ᑓ㛛家

12 㤿ሙࡽ 2001 ᚰ理臨床家・ಖ⫱者

13 ᯇ஭ 2009 ಖ⫱者6ྡ㸦୺௵・ᢸ௵㸧・研究者1ྡ

14 ୰ᆤࡽ 2010 ಖ⫱者・研究者・኱学㝔生

15 ⏣୰ࡽ 1996 ಖ⫱者㸦学⣭ᢸ௵6ྡ・๪ᅬ㛗・㠀ᖖ໅⫋ဨのィ8
ྡ㸧࠾よࡧಖ⫱の研究者

16 ᮌ඲ 2008 ಖ⫱者・ಖ⫱の研究者

17 成⏣ࡽ 2017

㞀ᐖのある子ࡶ࡝のいる3ࢫࣛࢡのᢸ௵ಖ⫱ኈ・
୺௵ಖ⫱ኈの௚自୺的にཧຍしࡓಖ⫱ኈ
ィ15ྡ⛬度ࠋ
外部の࢜ࢨࣈーࣂー㸦特ู支援ᩍ⫱・
Ⓨ㐩㞀ᐖ臨床のᑓ㛛家㸧

18 ᯇ本ࡽ 2012 ಖ⫱者・研究者・኱学㝔生・その௚

19 平ᯇ 2011 ಖ⫱者・ᅬ㛗

表 1 本研究࡛ྲྀりୖᩥࡓࡆ⊩ 
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16 ௳の文献を用いた。さらに㸪特ᚩ的な実践を

⾜い㸪カン࢓ࣇレンスの特ᚩがᥗࡵるᾏእの実

践や㸪心理臨床ᐙの実践の特ᚩがよくᥥきฟさ

れている文献 3 ௳を㏣ຍし㸪ィ 19 ௳の文献を

用いた（表 1）。 
 
 の分類手続きࢫࣥࣞ࢓ࣇࣥ࢝．2
本論では㸪心理臨床ᐙの入るಖ育カン࢓ࣇレ

ンスの特ᚩと㸪௚のಖ育カン࢓ࣇレンスをẚ㍑

するたࡵに㸪そのᵓ成࣓ンࣂーに注目してಖ育

カン࢓ࣇレンスのศ㢮を⾜った。その㝿㸪組織

のእ㒊コンサࣝタントが実᪋するコンサࣝテ 

ーシࣙンと㸪組織ෆの࣓ンࣂーがコンサࣝタン

トを務ࡵる場合のコラ࣎レーシࣙンのᴫ念の

ẚ㍑（Caplan㸪1070㸹Caplan et al., 1994）の

ほⅬもཧ⪃にした。Caplan らは㸪コンサࣝタ

ントが組織のෆかእかによって㸪コンサࣝタン

トとコンサࣝテ࢕の関係㸪ᑐ人関係のస用のア

レンࢪ㸪関係性におࡅるコミࣗࢣࢽーシࣙンの

⛎ᐦ性㸪コンサࣝテ࢕の自⏤ᗘなどにᙳ㡪をཷ

ーが組織のࣂるⅬを重どしたのである。࣓ンࡅ

ෆ㒊者のみかእ㒊者をྵࡴかというこのほⅬ

は㸪」ᩘ名で᳨ウするカン࢓ࣇレンスにおいて

も重要などⅬであると⪃えた。  
  

図 1 ಖ⫱࢝ࣥࢫࣥࣞ࢓ࣇの分類 
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そこで㸪まず㸪ศ㢮の第一ẁ㝵として㸪஭上

（2013）の㸪᪋設の⫋員のみによる「Closed」
なカン࢓ࣇレンスか㸪௚の第୕者がຍわる

「Open」なカン࢓ࣇレンスかというศ㢮の㍈

もཧ⪃にし㸪ಖ育カン࢓ࣇレンスにಖ育者௨እ

のཧຍ者がいるかどうかで༊ูした。ḟにಖ育

者௨እのཧຍ者がいる場合㸪༠ാする専門ᐙに

心理の専門ᐙがྵまれるのかྰかによって༊

ูした。 
᭱ᚋに㸪ᅬෆのಖ育者のみか㸪ᅬእのಖ育者

もཧຍしているかによって༊ูをした。また㸪

第一ẁ㝵においてಖ育者のみのཧຍ者に༊ศ

された場合も㸪ᅬෆのಖ育者のみか㸪ᅬእのಖ

育者もཧຍしているかによって༊ูした。これ

は㸪先のコンサࣝテーシࣙンとコラ࣎レーシࣙ

ンのほⅬにຍえ㸪ᅬෆのᬑẁの関係性や᝟報の

共᭷ᗘが㸪カン࢓ࣇレンスの関係性に大きくᙳ

㡪をཬࡰす（㫽ගら㸪1999）ことから㸪ᚲ要な

ほⅬࡔと⪃えた。 
௨上のᡭ⥆きにより㸪࠙ 心理�ᅬෆ࠙ࠚ 心理�

ᅬእ࠙ࠚ ௚⫋✀�ᅬෆ࠙ࠚ ௚⫋✀�ᅬእ࠙ࠚ ಖ育

者のみ�ᅬෆ࠙ࠚ ಖ育者のみ�ᅬእࠚの 6 にࡘ

ศ㢮された（ᅗ１）。なお㸪今ᅇは࠙ಖ育者の

み�ᅬእࠚにヱᙜする文献は見られなかった。 
このᡭ⥆きによりศ㢮された文献ෆにおい

て㸪ಖ育カン࢓ࣇレンスのຠᯝとそのಁ進要ᅉ

にࡘいてゐれていた㒊ศをᢤきฟした。それら

の要⣲の共㏻性とᕪ␗に╔目して要Ⅼを௨ୗ

にまとࡵていく。 
 

図 2 ಖ⫱࢝ࣥࢫࣥࣞ࢓ࣇの効果とಁ㐍要因の概要 
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Ⅲ 結果 

ಖ育カン࢓ࣇレンスのຠᯝと要ᅉをᴫほす

る（ᅗ 2）。なお㸪ಶูのศ㢮に⊂自の要⣲が見

られた場合に㸪ಶูのศ㢮を取り上ࡆた。 
 
1． ಖ⫱࢝ࣥࢫࣥࣞ࢓ࣇの効果 
�）共㏻性 

多くのศ㢮に共㏻するຠᯝとして㸪「ಖ育者

の┬ᐹが῝まる」「ಖ育実践の෌ᵓ᝿が進ࡴ」

「子ども理解が῝まる」「㐃ᦠが進ࡴ（ᅬෆ・

ᐙᗞなど）」がᣲࡆられた。これらは㸪ಖ育カ

ン࢓ࣇレンスの中心的なຠᯝであると⪃えら

れた。 
なお㸪「子ども理解が῝まる」に関して㸪心

理の専門ᐙが入るಖ育カン࢓ࣇレンスと㸪心理

の入らないカン࢓ࣇレンスでは㸪ࣗࢽアンスに

㐪いがみられた。心理の専門ᐙが入る場合には㸪

子どもどⅬへのኚ᥮がその特ᚩとして多くᣲ

㸪文献␒号（௨ୗ␎）6ࡤられていた。例えࡆ
では㸪ಖ育者のᑐ㇟児への見᪉が「こࡔわりが

ᙉく௚児とトラࣝࣈを起こしやすい子」から㸪

「関わり᪉がわからない子」という子どもどⅬ

での理解へとኚ໬した例をᣲࡆ㸪カン࢓ࣇレン

スの中で問題がᤊえ┤されていくᵝ子を♧し

ている。1・7 においても㸪子どもの⾜Ⅽのෆഃ

にある文⬦を理解する㸪子どものどⅬ・関係性

の中での子ども理解が進ࡴなど㸪心理のどⅬを

取り入れた子ども理解であることが報告され

ている。一᪉心理の入らないಖ育カン࢓ࣇレン

スの場合には㸪例えࡤ 13・14 で見られたよう

に㸪子どものできることに╔目したり㸪௚児と

ẚ㍑するのではなくその子を中心において子

ども理解を෌ᵓ成していくことや㸪その✚み重

ねをより重どする傾向にあるようࡔった。 
�）心理の専門ᐙとの༠ാにおいてのみ見ら

れる共㏻性 

 「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃントにࡘながる」が心

理の専門ᐙとの༠ാにおいてのみ共㏻してᣲ

られた。ヲしいෆᐜを見ていくと㸪 2・3ࡆ の

実践への意ḧの高まり㸪6 のಖ育者の心理的Ᏻ

ᐃ㸪8 の୙☜かなことへの⪏性・ಖ育者の୺య

性の向上㸪11 の子ども理解にᇶ࡙いた実践にᑐ

する意ḧの向上・子どものࢽーࢬにᑐするセン

シテ࢕ビテ࢕の高まり・᝟⥴的Ᏻᐃなどがᣲࡆ

られていた。 
 この「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃントにࡘながる」

は㸪「ಖ育者の┬ᐹが῝まる」「ಖ育実践の෌ᵓ

᝿が進ࡴ」「子ども理解が῝まる」といったຠ

ᯝをᣲࡆているྠ一の実践ෆにグ㏙されてい

たことがその特ᚩでもあった。例えࡤ㸪10 では㸪

心理の専門ᐙがಖ育者と共に࢓ࣇシࣜテータ

ーやスーࣃーࣂイࢨーを務ࡵたᅬእカン࢓ࣇ

レンスを⤂介し㸪ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃント（୺

య性向上）をຠᯝとしてᣲࡆていた。それは㸪

ಖ育者自㌟が気࡙き㸪⪃えるという㸪ಖ育者の

┬ᐹ⾜Ⅽを㏻して見られたという。また㸪11
の事例では㸪カン࢓ࣇレンスにおいて事例発表

者がコンテインされ㸪子ども理解が進ࡴことで㸪

発表者は自らの௙事に意࿡を見ฟし㸪୺య的に

問題解Ỵに取り組ࡅࡔࡴでなく㸪子どもをコン

テインできるようになるというຠᯝが♧され

ていた。 
�）࠙ 心理�ᅬෆࠚに⊂自のຠᯝ 

 ࠙心理�ᅬෆ は㸪心理の専門ᐙと༠ാする㸪ࠚ

ᅬෆ࣓ンࣂーによるカン࢓ࣇレンスである。ᕠ

ᅇ相談ෆで実᪋されることが多い。その⊂自の
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ຠᯝとしては「子どもがኚ໬する」がᣲࡆられ

ていた。 
�）࠙ 心理�ᅬእࠚに⊂自のຠᯝ 

࠙心理�ᅬእࠚは心理の専門ᐙと༠ാする㸪

ᵝ々なᅬのಖ育者によるカン࢓ࣇレンスであ

る。」ᩘᅬのಖ育者が㞟い㸪ಖ育事例を᳨ウす

るという研ಟ᪉ᘧの実践が報告されていた。   
ここでは「௚ᅬにຠᯝがἼཬする」「⫋場඲

యが成長する」ことが⊂自のຠᯝとしてᣲࡆら

れた。例えࡤ㸪9 では௚ᅬのಖ育者にࡩりかえ

りの重要性への気付きがಁされ㸪ࡩりかえり᪉

のࣔデࣝఏ達がされた事例や㸪11 では組織඲య

として成長したことが報告されていた。 
�）࠙ ௚⫋✀�ᅬෆࠚに⊂自のຠᯝ 

࠙௚⫋✀�ᅬෆࠚは㸪心理の専門ᐙ௨እの௚

⫋✀と༠ാする㸪ᅬෆの࣓ンࣂーのみによるカ

ン࢓ࣇレンスである。௚⫋✀の専門性にࡘいて

は୙᫂なものも見られたが㸪その多くは㸪ᗂ児

教育の研究者や㸪障害を専門とするᕠᅇ相談員

などであった。 
ここでは㸪「㆟論に୺య的に取り組ࡴように

なる」ことが⊂自のຠᯝとしてᣲࡆられていた。

例えࡤ㸪14 ではཧຍ者のどⅬの᫂☜໬・言ㄒ໬

がಁ進されることや㸪↔Ⅼ໬した㆟論がྍ⬟に

なることなど㸪ಖ育者の㸪ಖ育カン࢓ࣇレンス

に臨ࡴጼໃそのものが⊂自のຠᯝとしてᣲࡆ

られていた。 
�）࠙ ௚⫋✀�ᅬእࠚに⊂自のຠᯝ 

࠙௚⫋✀�ᅬእࠚは㸪௚⫋✀と༠ാして⾜わ

れる㸪ᅬእ࣓ンࣂーをྵࡴカン࢓ࣇレンスであ

る。ಖ育のእ㒊බ開などがヱᙜする。 
ここでは㸪「多ᵝなどⅬに気付く」「࣓ンࣂー

がཧຍしやすくなる」「እ㒊ཧຍ者の学びがಁ

進される」ことが⊂自のຠᯝとしてᣲࡆられて

いた。例えࡤ㸪18 では᪂㩭な意見・多ᵝなどⅬ

にฟ఍うこと㸪⬺文⬦㸪௚ᅬのやり᪉を▱るຠ

ᯝなどが報告されていた。 
�）࠙ ಖ育者のみ�ᅬෆࠚに⊂自のຠᯝ 

ᅬෆのಖ育者のみのカン࢓ࣇレンスで㸪㏻常

のᅬෆ研ಟがヱᙜする。ここでは「ಖ育者の学

び合いがಁ進される」ことが⊂自のຠᯝとして

ᣲࡆられていた。例えࡤ㸪19 ではಖ育者相஫に

┬ᐹを῝ࡵていくᵝ子が報告されていた。 
 
2．ಖ⫱࢝ࣥࢫࣥࣞ࢓ࣇのಁ㐍要因 
�）共㏻性 

多くのศ㢮に共㏻する要ᅉとして㸪「カンࣇ

レンスのᙧ࢓ࣇレンスの進⾜のᕤኵ」「カン࢓

ែのᕤኵ」「関係性」がᣲࡆられていた。たࡔ

し「関係性」にࡘいて╔目しているⅬでは共㏻

しているものの㸪そのෆᐜとしては㸪15・16・
17 のようにᑐ等な関係性を୺ᙇするもの㸪9・
11・12 のように場合によってはᑐ等でない役

๭をもって実践しているが㸪その関係性の中で

ಖ育者の୺య性がಁ進されているもの㸪13・19
のように役๭や❧場をㄆ㆑した上での相஫の

᳨ウの重要性をッえるものがあった。 
さらに「関係性」に関して㸪心理の専門ᐙの

༠ാするಖ育カン࢓ࣇレンスとそうでないも

のをẚ㍑すると㸪๓者は 11 のように子どもと

ಖ育者の関係性や㸪ಖ育カン࢓ࣇレンスのᑐヰ

や࢓ࣇシࣜテーターがコンテイࢼーᶵ⬟をᯝ

たすこと㸪8 のように௚⫋✀༠ാをྍ⬟にする

ᅬෆの関係性などᖜ広い関係性をྵんでいた。

一᪉ᚋ者は㸪ᅬෆのಖ育者ྠኈのྠ൉性や相஫

స用にࡘいて注目する傾向にあった。例えࡤ 15
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では㸪それࡒれが自ศの⪃えをฟしながらも㸪

相ᡭの❧場に❧って⪃えるດ力をし㸪その中で㸪

自ศ自㌟をᐈほ的にᤊえられる力を㣴ってい

くᵝ子を報告していた。16 では㸪ಖ育ほの重な

る㒊ศࡅࡔでなく㸪はみฟした㒊ศ（それࡒれ

のಖ育者のその人らしさ）が㸪さらに「重なり

を大きくしている」という相஫の関係性にࡘな

がることを指᦬していた。 
�）心理の専門ᐙとの༠ാというศ㢮におい

てのみ見られる共㏻性 

「相談員の専門性」が⊂自の要ᅉとしてᣲࡆ

られていた。ࡘまり㸪心理の専門性である。ල

య的には㸪2 はಖ育に༶した発達と障害のアセ

ス࣓ント㸪3 は相஫స用の理解㸪ಖ育者やಖㆤ

者と༠ാするᑐ人援ຓの専門性㸪7 では多㠃的

なアセス࣓ントや㸪子どもの生き࡙らさと育て

にくさにษり込ࡴ相談員の解㔘とᚿ向性（関係

へのᚿ向㸪⾜動の意࿡࡙ࡅを⾜う意࿡へのᚿ

向）㸪11 では㞟ᅋや関係性に関する専門性など

をᣲࡆており㸪アセス࣓ントと関係性にࡘいて

の専門性がその中心ࡔといえよう。また㸪࠙ 心

理�ᅬእࠚにおいては㸪10・12 のように臨床

心理学の▱㆑にᇶ࡙いたලయ的な関わり᪉の

ຓ言にࡘいて言ཬされる傾向もみられた。 
�）࠙ 心理�ᅬෆࠚにおいて⊂自の要ᅉ 

「多⫋✀༠ാ」「思⪃のほⅬのᕤኵ」が⊂自

の要ᅉとしてᣲࡆられていた。特に「多⫋✀༠

ྠ」では㸪先㏙の専門性をᣢࡘ心理の専門ᐙ（や

その௚の専門ᐙ）と㸪ಖ育者のどⅬの✺き合わ

せがຠᯝを生ࡴ要ᅉとしてᣲࡆられていた。ࡘ

まり㸪心理の専門性をᢲし付ࡅるのではなく㸪

ともに୺య的にどⅬを✺き合わせてこそຠᯝ

を生みฟすとされていた。 

ලయ的には㸪4 の研究者とಖ育者のどⅬの✺

き合わせ・子どもの⾜動の解㔘の✺き合わせ㸪

6 のಖ育者の見᪉とは␗なったどⅬのᥦ౪㸪8
のಖ育者とᕠᅇ相談員との༠ྠ的「ᑐヰ」（஫

いの見❧てにࡘいて㸪ᑐヰを㏻して共᭷する）

などが報告されていた。 
�）࠙ ௚⫋✀�ᅬෆࠚに⊂自の要ᅉ 

「どⅬのኚ᥮」「カン࢓ࣇレンスという場の

ᣢࡘᏳ心感」が⊂自の要ᅉとしてᣲࡆられてい

た。ලయ的には 15 では物事をᖜ広くᐈほ的に

ᤊえ㸪༶᩿するのではなく㸪࿘ᅖの人に័習的

思⪃からの㌿᥮をಁす人物「࢙ࢳン࢚ࢪー࢙ࢪ

ント」のᏑ在がカン࢓ࣇレンスのຠᯝをಁ進す

ることが報告され㸪その発言には㸪共にಖ育ᯟ

組みを᣺り㏉る」意思がෆໟされていることを

報告していた。17 では子どもの⯆࿡関心の共᭷

やಖ育᪉㔪をさࡄることがຠᯝを生ࡴことが

ᣲࡆられていた。16 では事例発表者の୺ほに寄

りῧい㸪そのᚋは୺ほ的に自ศの問題としてㄒ

っても大୔ኵࡔとཷࡅṆࡵてもらえる場ࡔと

஫いに感じたことなどが報告されている。なお㸪

「どⅬの㌿᥮」に関しては㸪⊂自の要ᅉとして

ᣲࡆたが㸪࠙ 心理�ᅬෆࠚのຠᯝの᪉でもྠᵝ

の指᦬がされていた。 
�）࠙ ௚⫋✀�ᅬእࠚに⊂自の要ᅉ 

「役๭の㐪い」が⊂自の要ᅉとしてᣲࡆられ

ていた。18 では㸪ಖ育者の「（⤒㦂や」役๭の

㐪い」自యが㸪ಖ育者自㌟がಖ育カン࢓ࣇレン

スを᭷ຠに感じるかどうかにᙳ㡪をཬࡰして

いることが報告されていた。 
�）࠙ ಖ育者のみ�ᅬෆࠚ 

 「現場のࢽーࢬに応じたカン࢓ࣇレンス」が

ᣲࡆられていた。19 では㸪ྠ じᅬでಖ育にとも
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にᦠわる関係ࡔからこそ㸪㌟㏆な自ศたちのࢽ

ーࢬにἢったᑐヰが᭷ຠにᶵ⬟することが報

告されていた。 
 
Ⅳ 考察 

 これまで㸪心理の専門ᐙの入るಖ育カン࢓ࣇ

レンスと㸪そうでないものを㸪ᵓ成࣓ンࣂーに

よってศ㢮し㸪その特ᚩを見てきた。ここで㸪

心理の専門ᐙが入るカン࢓ࣇレンスの特ᚩを㸪

まとࡵていきたい。 
ಖ育カン࢓ࣇレンスには㸪そのᵓ成࣓ンࣂー

に関わらず㸪「ಖ育者の┬ᐹが῝まる」「ಖ育実

践の෌ᵓ᝿が進ࡴ」「子ども理解が῝まる」「㐃

ᦠが進ࡴ（ᅬෆ・ᐙᗞなど）」といった中心的

なຠᯝがᣲࡆられていた。しかし㸪心理の専門

ᐙの入るಖ育カン࢓ࣇレンスにおいては㸪その

中心的なຠᯝに「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃントにࡘ

ながる」がຍわる。これは㸪心理の専門ᐙが入

るಖ育カン࢓ࣇレンスの特ᚩࡔといえるࡔろ

う。 
さらに㸪「ಖ育者の┬ᐹが῝まる」「ಖ育実践

の෌ᵓ᝿が進ࡴ」「子ども理解が῝まる」ຠᯝ

と㸪「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃントにࡘながる」と

いうຠᯝはྠ一の実践の中でそのຠᯝが見ら

れているⅬが特ᚩ的であった。子どものどⅬや

関係性といった心理のどⅬとಖ育者のどⅬの

✺き合わせをしながら「ಖ育者の┬ᐹが῝まる」

「ಖ育実践の෌ᵓ᝿が進ࡴ」「子ども理解が῝

まる」ことが㸪ಖ育者が୺య的にそのᚋのಖ育

を実践していく「ಖ育者の࢚ン࣓࣡ࣃント」に

⧅がっているྍ⬟性がうかがえた。 
これらのຠᯝのಁ進要ᅉとしては㸪「カンࣇ

レンスのᙧ࢓ࣇレンスの進⾜のᕤኵ」「カン࢓

ែのᕤኵ」「関係性」がಖ育カン࢓ࣇレンスに

おいて共㏻に㸪心理⊂自の要ᅉとしては「相談

員の専門性」がᣲࡆられていた。しかし㸪共㏻

要ᅉにおいても㸪そのෆᐜは心理の専門ᐙの入

るಖ育カン࢓ࣇレンスとそうでないものとで

は㸪ᕪ␗が見られた。それは㸪これらの要ᅉ඲

てが୪ิな関係ではないことの現れではなか

ろうか。心理の専門ᐙの༠ാするಖ育カン࢓ࣇ

レンスの場合㸪相談員のアセス࣓ントや関係性

にࡘいての専門性㸪それを生かしたලయ的関わ

りのᥦ᱌がそのಁ進要ᅉの࣋ースとなってい

ると⪃えられる。「カン࢓ࣇレンスの進⾜のᕤ

ኵ」「カン࢓ࣇレンスのᙧែのᕤኵ」はࡴしろ㸪

そういった࣋ースとなる要ᅉを཯ᫎしたり㸪さ

らにᣑᙇするලయ的᪉法であると⪃えられた。 
ところで㸪ಖ育カン࢓ࣇレンス඲⯡的に㸪ಖ

育者のどⅬにኚ໬や῝まりをもたらすこと㸪関

係の重要性にࡘいてゐれている文献がᩓ見さ

れた。ಖ育カン࢓ࣇレンスでは㸪ಖ育者がこれ

までの᪉法ではうまくいかないᅔ㞴を感じる

事例にࡘいて᳨ウがなされる。そのたࡵ㸪これ

までの思⪃や関係性から㸪いかにどⅬをኚ᥮す

るかが࣏イントになり㸪そのたࡵのᵝ々なᕤኵ

がなされているのが実᝟のようである。 
それらの᪉向性として㸪心理の専門ᐙが༠ാ

する場合には子どもどⅬにᇶ࡙いた心理のア

セス࣓ントや関係性の専門性が活用され㸪௚の

カン࢓ࣇレンスでは࣓ンࣂーの相஫స用やྠ

൉性を࣋ースに㸪ලయ的な子ども㆟論にࡘなが

る多ᵝな᪉␎を活用していると⪃えられた。 
 
Ⅴ ࡲとめと今後の課題 

௨上より㸪アセス࣓ントや関係性の専門性を



 ᮧ上 ⴥ月・㟷木 紀ஂ代㸸心理臨床ᐙが⾜うಖ育カン࢓ࣇレンスの特ᚩ㸸ᵓ成࣓ンࣂーの㐪いに╔目して 53
 

もࡘ心理の専門ᐙとの༠ാのಖ育カン࢓ࣇレ

ンスを㏻して㸪ಖ育者が࢚ン࣓࣡ࣃントされ㸪

୺య性が高まることが㸪心理の入るಖ育カンࣇ

ろう。こࡔといえるࡔレンスの中心的な特ᚩ࢓

れは自らが臨床的に関わるᑐ㇟の୺య性を᭱

大㝈ᑛ重しようとする㸪臨床心理ኈの中᰾的要

⣲（ὸཎら㸪2016）とも一⮴する。 
また㸪今ᅇは心理の専門ᐙの入るカン࢓ࣇレ

ンスにおいて㸪コンサࣝテーシࣙンの目的であ

る㸪「ಖ育者の現在およびᑗ᮶の㢮ఝの課題へ

ᑐ応力の向上」ຠᯝにࡘいては 1 などではゐれ

られていたものの㸪඲య的にグ㏙が見られない

傾向にあった。それにࡘいて▼ཎ（2018）は㸪

スクーࣝカ࢘ンセラー（௨ୗ SC とする）によ

るコンサࣝテーシࣙン研究から㸪ᑐ応力向上に

至るまでには㸪「SC との඲యീ共᭷」から「SC
どⅬを౑った自ศ取りᡠし」に至り㸪「相談し

୺య的にヨ⾜」し㸪さらに「教ᖌุ᩿で動ࡘࡘ

る୺య的な≧ែ」にኚ໬するプࣟセスがあるࡅ

ことを♧している。今ᅇ㸪心理の入るಖ育カン

レンスにおいて見られたຠᯝは㸪ྠᵝのプ࢓ࣇ

ࣟセス中のຠᯝを♧しているྍ⬟性がある。▼

ཎは SC の⾜うコンサࣝテーシࣙンにࡘいて᳨

ウしていた。ಖ育カン࢓ࣇレンスのプࣟセスに

 。いても㸪ヲ⣽な᳨ウが期待されようࡘ
また㸪今までよしとされてきた「ᑐ等な関係

性」という言ⴥでᣓれない㸪ಖ育者の役๭に応

じたᑐヰを重どする文献がᩓ見された。今ᅇ㸪

ಖ育カン࢓ࣇレンスのᵓ成࣓ンࣂーによって㸪

そのຠᯝやಁ進要ᅉにはᕪ␗も見られた。ಖ育

カン࢓ࣇレンスにおいてಖ育者と༠ാする心

理臨床ᐙも㸪ಖ育カン࢓ࣇレンスを一ᣓりにす

るのではなく㸪どのような場合にどのような関

係性が生きてくるのか㸪よりヲ⣽に᳨ウしてい

くことがᮃまれる。 
 

㸺付グ㸼 ㈗重なࡈ意見をくࡔさいました㟷木研究

室のみなさまに心より感ㅰ⏦し上ࡆます。 
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